
1.

2.

(1) 目的

(2) 具体的な内容

3.

4. 　　　　　   10,836千円（Ａ）

5.

(1) 　　　　　    4,689千円

(2) 　　　　　    667千円

(3)

金額

　　　　　   　    0千円

　　　　　     　  0千円

　　　　　    5,356千円

6.

(1)

支出先 金額

緑のサヘル 　　　　　   　   1,300千円

　　　　　        1,300千円（Ｂ）

(2)

支出先 金額

ヒアリング・派遣した専門家 　　　　　   　 129千円

派遣者への支給 　　　　　    2,460千円

印刷発注先 　　　　　   　  62千円

購入先 　　　　　   　 617千円

借損先 　　　　　   　 346千円

補助者 　　　　　   　  50千円

　　　　　    3,664千円

7.

金額

　　　　　   　516千円

　　　　　   　516千円

8. 　　　　　   　12％（Ｂ/Ａ）

合計

再補助・再委託等の割合

借損料（現地調査時の車両レンタル）

賃金

合計

その他

内容

消費税

(１)以外の支出

支出内容

諸謝金

旅費

印刷製本費

消耗品（ガソリン代、技術移転活動の消耗品等）

合計

外部への支出

外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

タカバングゥ村における調査の運営・管理、コングシ
郡のパイロット事業の事業地選定に関する支援、パ
イロット事業実施にあたっての助言、支援等

合計

人件費

一般管理費

その他の管理費

内容

内容

我が国が先進締約国として被影響締約国に対して支援する義務を負っている砂漠化対処条約では伝統的
な技術や知識の保護・利用のための研究と技術移転が求められている。また、これまでの環境省事業から
も、被影響締約国の砂漠化対処の推進のために伝統的知識や在来技術等の現存する知識や技術の農民
等土地利用者に対する普及等が必要であることが分かっている。そのため、同条約への貢献、アフリカでの
砂漠化対処の推進のために、ブルキナファソ国において伝統的知識・在来技術等を活用した砂漠化対処技
術の他地域への普及等方策を検討した。
①伝統的知識・在来技術を活用した砂漠化対処技術普及等方策検討のための情報収集
移転した技術の伝播・普及に必要な知見等を抽出・整理するとともに留意点等を取りまとめた。
②伝統的知識・在来技術を活用した砂漠化対処技術の普及等方策の検討
地域に存在する効果的な伝統的知識・在来技術を活用した砂漠化対処技術の普及方策を検討した（個別の
活動内容は下記のとおり）。
ア．事業地の選定
イ．事業対象地域の自然科学的・社会科学的背景情報の把握
ウ．伝統的知識・在来技術を活用した砂漠化対処技術の整理・選択
エ．技術移転活動
③専門家の派遣及び必要経費の支払等
砂漠化対処条約への貢献として我が国の砂漠化に対する知見を活用した議論への参画、及び情報の収集
を目的として、砂漠化対処条約 第２回科学技術委員会特別会合（2/16～18、於：ボン（ドイツ））に専門家を
派遣した。

交付先の公益法人の名称 財団法人　地球・人間環境フォーラム

交付実績額

補助金等における管理費

（様式２）

補助金等支出明細書

補助金等の名称 平成22年度砂漠化対処技術の普及方策等検討委託業務

事業の目的及び内容


